
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

２０１６年１０月９日               NO,４９８ 

 

     法城院 

 法城院は、町田町の小 

沢城址にあり、天正９年 

（１５８１）３月１４日、 

真田昌幸の家臣だった金 

子美濃守、山名弥惣等の 

奸計によって打ち取られ 

た沼田氏十四代沼田平八郎景義の遺骸を僧の行芝が貰い受け、

小沢城址本丸跡に葬り、庵を建てたのがはじまりです。 

 宝暦８年（１７５８）に僧高眼により本堂が建てられ、寺号

も法城院と改められました。 

 沼田平八郎景義の墓は、「沼田大明神」として祀られ、安永

８年（１７７９）に土岐美濃守が寄進した鳥居が残っています。 

精切坂 

万葉の歌人で古今集の選者の一人だった、凡河内躬恒（おお

しこうちのみつね）の母白菊

が、三峰山に流された息子を

追って、京から来て、この坂

で亡くなったといわれてい

ます。 

               亡くなった所に建てられ

たのが、「追母薬師堂」です。 
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 ７月からはじまった沼田公園の天守閣があったとされ

る英霊殿東側の発掘調査で、石垣の水はけを良くし、圧

力がかからないようにす 

る裏込め石は、発見でき 

ましたが、石垣はまだ発 

見できていません。 

 石垣がどのようになっ 

たか、謎は深まりました。 

 大東議員は９月定例市議会の一般質問で、住宅の耐震改修と住宅リフォ

ームへの助成制度の拡充を求めました。 

 市長は、耐震改修工事の助成制度について平成２７年度の利用件数が３     

         件だったことを明らかにし、「耐震ベットや耐震シェル

ターの設置など、減災化の推進も検討したい」と答え、

住宅の耐震改修補助に新たなものを加えることを検討

する考えを示しました。 

          住宅リフォームの助成について市長は、「今後の取り

組みとして、住宅耐震改修事業との組み合わせなどを

含め、検討していきたい」と答えました。 

 ９月定例市議会は９月２９日、本会議を開き、平成２７年度沼田市一般

会計及び特別会計６件の決算認定、沼田市第六次総合計画基本構想及び基

本計画の策定について、利根小学校校舎建築工事請負契約の締結などの議

案が提案され、質疑、討論、採決がおこなわれ閉会しました。 

 平成２７年度の一般会計及び特別会計と水道事業決算の認定で、日本共

産党市議団は、中心市街地土地区画整理事業や環状線工事など大型公共事

業を見直し、２３．７％もの引き上げがおこなわれた介護保険料について、

一般会計からの繰り入れなどをおこない引き上げを中止し、市民の願いに

こたえくらしを支えることが必要だったと指摘し反対しました。 

 

 沼田民主商工会が９月定例市議会に提出した「消費税

増税に反対する意見書の提出を求める請願」は、議会運

営委員会で審議され、大東、高柳議員が採択を求めまし

たが、審査未了の意見が多数で審査未了となりました。 


